
野の花館だより   2006/秋号 ／ No.41 
高校野球の爽やかな熱戦が終われば・・・もう涼風が 

立ち夏は終わり・・・子供達は宿題に追われていること 

でしょう。今夏の甲子園は本当に面白かったですね。 

久しぶりに高校野球の面白さを満喫できました。 

梅雨が長引き、「花いちもんめ」の公演準備は本当に大 

変でした。この日はオ―ルスターは延長になり、フェニ 

ックスジャズインが中止になったりと散々でしたが野の花 

館では開演とともに雨は上がりました。この日のために神 

戸から駆けつけた釜渕ファミリ―（90年代中期南九大卒） 

は家族が5人になっていて私達を驚かせました。野の花館 

もだいぶ歳をとったなあと思うことしきりでした。 

8月中旬、バングラデシュから帰られた川原さんが、 

お仲間とご一緒に松尾の資料を調べに見えました。        釜渕ファミリ－と（二人の会） 

土呂久松尾告発35周年の準備が着々と進んでいるなあと感じました。 

野の花館では秋の企画がこの松尾土呂久35周年と関連した行事になります。 

まず、9月にこの館と深いかかわりのある川原一之氏のお話を聞きます。 

高鍋国際交流協会・宮崎自然と未来を守る会との共催です。この機会にぜひ川原さんのお話を聞いてくださ

い。 

土呂久からバングラデシュへ～アジアに共に歩む人がいる 

川原一之報告会 
１９７０年代はじめ、宮崎県高千穂町土呂久の慢性ヒ素中毒事件の責任追及と患者支援のために

新聞記者をやめた川原一之氏はヒ素汚染に苦しむアジア各地からの要請に応えて海を渡る。３００

０万人がヒ素汚染水を飲んでいるバングラデシュでの NGO活動は現地の人々と手を携え、研究者、

技術者をまきこみ、安全な水探しや貧困問題にぶつかっていく・・・ 

   とき   2006年9月16日（土）  20：00～ 

         ところ   高鍋町・野の花館 
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      野の花館子どもの夕べ2006 
 2006年11月3日（祝） 
スケジュ―ル  14：00 受付    

      14:20 いろりびらき･火を使っておやつづくり 
             15：00 紙芝居 

         16：00 映画上映「咽び唄の里･土呂久」 

              18：30 交流会 
日本には、環境省が認めた公害病が 4 つあります。鉱山が排出したカドミウムによるイタイイタイ

病、工場の廃液に含まれていた有機水銀による水俣病、大気汚染による呼吸器の四日市喘息、

第 4 が土呂久の慢性ヒ素中毒症です。1971 年 11 月 13 日に岩戸小の先生が、発表したことで

世に知られることとなりました。今年はそれから丁度35年目になります。 

 



    「花いちもんめ」第 6回公演 
         ７月２２日（土）：７時開場：７時半開演 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

「花いちもんめ」をみて・・・ 
＊ 子を売った母の鬼気せまるようななげきや苦痛の叫びが切々と胸を打ち、感動しました。 

                                  （谷山温子 17才） 

 

＊ あいにくの悪天候で、本当に公演は行われるのか？とも思ったのだが、それまでの準備を思い、おも 

いきって出かけてきた。一つ瀬川をすぎた頃から雨足も落ち着き、なんと公演がスタートする時には 

やんでしまうという怪異。この作品を観るには絶妙なロケーションであった。 

 

 今回の舞台も、今までとは雰囲気が違っていて、外の景色がとても生かされていたと思う。何度観て 

も子を手放す所は身が震える思いがした。思わず抱いていた子どもをギュっとつかんでしまった位に。 

 小学生の子も一緒につれていったのだが、何かを思っていた様だった。始まる前はケンカをしてしま 

い、ふててソッポをむいていたのだが、話しが進むにつれ引きこまれていたらしい。帰りは無言だった。 

戦争がどういったものであったのか、親である私は上手く説明できない。ただ、この様な作品に触れる 

時、傍で共に考え、感じられる自分でいたいものだと思う。   （金丸智子） 

 

 

 

 

 

 




